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六氏に名誉教授の称号を授与
　学園は七月十二日、愛知工業大学名誉教授の称号を一柳勝宏氏、井研治氏、成田国朝
氏、正木和明氏、八木明彦氏、山田岳志氏の六人に贈り、本学に対する顕著な功績を称
えました。名誉教授となられた方々は累計で七十四人となりました。

　

称
号
授
与
式
は
八
草
キ
ャ
ン

パ
ス
本
部
棟
で
行
わ
れ
、
後
藤

泰
之
理
事
長
、
後
藤
淳
総
長
ら

学
園
、
大
学
の
幹
部
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

後
藤
理
事
長
が
一
人
ひ
と
り

に
称
号
記
を
手
渡
し
た
後
、「
長

く
教
育
と
研
究
に
当
た
り
、
多

く
の
優
秀
な
学
生
を
世
に
送
り

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

だ
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
て
い

る
先
生
方
や
、
学
会
等
で
活
躍

を
続
け
る
先
生
も
み
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
と
少
し

違
っ
た
立
場
で
気
づ
い
た
点
、

改
善
点
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

た
だ
き
、
愛
知
工
業
大
学
の
発

展
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
れ

ば
。
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈

念
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
六
人
を

代
表
し
て
井
氏
が
「
一
生
の
宝

大
学
発
展
に
顕
著
な
功
績

物
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
た
く
さ
ん
時
間
が
で
き

ま
す
の
で
、
む
だ
に
し
な
い
よ

う
進
め
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち

へ
の
称
号
授
与
に
お
骨
折
り
を

い
た
だ
い
た
方
々
に
お
礼
を
申

し
上
げ
、
名
誉
教
授
の
名
に
恥

じ
な
い
よ
う
、
残
さ
れ
た
人
生

を
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
は
全
員
で
懇
談
し
、

和
や
か
に
近
況
な
ど
を
語
り
合

い
ま
し
た
。
後
藤
総
長
が
「
見

る
と
こ
ろ
皆
さ
ん
お
元
気
そ

う
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

面
で
大
学
を
応
援
し
て
く
だ
さ

い
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛

け
ま
し
た
。

祝福の挨拶をする
後藤泰之理事長

一柳勝宏氏 （元電気学科教授） 井研治氏 （元電気学科教授） 成田国朝氏 （元土木工学科教授）

正木和明氏 （元土木工学科教授） 八木明彦氏 （元土木工学科教授） 山田岳志氏 （元基礎教育センター教授）

吉村真晴選手がリオ五輪卓球男子団体銀メダル

　

リ
オ
五
輪
の
卓
球
男
子
団
体
で
、
愛
工
大
卓
球
部

Ｏ
Ｂ
（
二
〇
一
六
年
三
月
経
営
学
部
卒
業
）
の
吉
村

真
晴
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
五
輪
の

卓
球
男
子
団
体
で
日
本
男
子
初
と
な
る
メ
ダ
ル
で
、

学
園
出
身
者
に
よ
る
五
輪
の
メ
ダ
ル
獲
得
も
こ
れ
が

初
め
て
の
快
挙
で
す
。

　

中
国
と
対
戦
し
た
八
月
十
八
日
朝
（
日
本
時
間
）

の
決
勝
で
、
吉
村
選
手
は
第
三
試
合
の
ダ
ブ
ル
ス
と

第
四
試
合
の
シ
ン
グ
ル
ス
に
出
場
。
と
も
に
敗
れ
た

も
の
の
、
豪
快
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
放
つ
な
ど
果
敢
な

攻
め
を
見
せ
て
ダ
ブ
ル
ス
で
一
ゲ
ー
ム
を
奪
い
ま
し

た
＝
５
面
に
関
連
記
事
。

ねぎらいの言葉を
かける後藤淳総長

学園卒業生で初の快挙

吉村真晴選手

中高卓球が制覇

キャンパス空撮

就職率全国３位

最多 3797 人来場

母校で五輪応援

パラ大会で銀銅

ブラックの実例

２

３

３

４

５

５

６
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イ
ン
タ
ー
ハ
イ
卓
球　
名
電
が
完
全
制
覇

　

愛
工
大
名
電
高
校
卓
球
部
は
岡
山
県
総
社
市
で
七
月
三
十
一
日
～

八
月
五
日
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
卓
球
競
技
の
男
子
で
、
団

体
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
の
全
種
目
に
優
勝
す
る
完
全
制
覇
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
名
電
卓
球
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
完
全
制
覇
は

一
九
六
八
年
以
来
、
四
十
八
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

団
体
戦
の
決
勝
は
、
ラ
イ
バ

ル
校
・
野
田
学
園
（
山
口
県
）

と
の
対
決
に
な
り
ま
し
た
。
一

番
に
抜
擢
さ
れ
た
田
中
佑
汰
選

手
（
一
年
）
は
、
敗
れ
は
し
た

も
の
の
相
手
エ
ー
ス
を
思
い
切

り
よ
く
攻
め
、
い
い
空
気
を
引

き
継
い
だ
二
番
の
木
造
勇
人
選

手
（
二
年
）
が
疲
れ
を
見
せ
ず

に
打
ち
勝
つ
試
合
で
流
れ
を
変

え
ま
し
た
。
続
く
ダ
ブ
ル
ス
を

主
将
の
松
山
祐
季
選
手（
三
年
）

と
木
造
選
手
の
ペ
ア
が
３
―
１

で
制
し
、
優
勝
に
王
手
。
主
将

対
戦
と
な
っ
た
四
番
は
松
山
選

手
が
ジ
ュ
ー
ス
を
制
し
、
歓
喜

の
渦
の
中
、
二
十
一
年
ぶ
り

十
五
度
目
の
日
本
一
の
座
に
つ

き
ま
し
た
。

　

シ
ン
グ
ル
ス
は
、
名
電
勢
が

ベ
ス
ト
４
を
独
占
。
二
年
生
同

士
の
対
戦
と
な
っ
た
決
勝
で
木

造
選
手
が
髙
見
真
己
選
手
を
４

―
１
で
破
り
、
今
枝
一
郎
監
督

が
選
手
時
代
に
日
本
一
に
な
っ

日
本
一
に
返
り
咲
い
た
名
電
高
卓
球
部

シングルスで優勝の木造選手

ダブルス優勝の髙見 （右） ・ 田中組

「
就
職
に
強
い
大
学
」　
今
年
も
ラ
ン
ク
入
り

八
草
・
若
水　

装
い
新
た

団
体
21
年
ぶ
り
15
度
目
Ｖ

シ
ン
グ
ル
ス
は
木
造
選
手

た
一
九
九
〇
、九
一
年
以
来
の

二
十
五
年
ぶ
り
と
な
る
名
電
の

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
を
獲
得
し
ま

し
た
。

ダ
ブ
ル
ス
は
髙
見
・
田
中
組

　

ダ
ブ
ル
ス
は
、
松
山
選
手
・

木
造
選
手
の
ペ
ア
を
準
決
勝
で

下
し
た
髙
見
選
手
と
田
中
選
手

の
ペ
ア
が
、
決
勝
で
野
田
学
園

ペ
ア
を
３
―
１
で
破
り
優
勝
し

ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
会
場
の
ど
こ
を

見
渡
し
て
も
名
電
の
選
手
が
活

躍
し
、
そ
の
場
に
い
る
す
べ
て

の
人
に
圧
倒
的
な
強
さ
を
印
象

づ
け
ま
し
た
。
出
発
前
、
卓
球

場
で
後
藤
淳
総
長
か
ら
温
か
な

激
励
を
受
け
た
選
手
や
指
導
者

は 

「
先
生
が
理
事
長
を
代
わ
ら

れ
た
年
、
何
と
し
て
も
頂
点
に

立
つ
」
と
い
う
強
い
思
い
で 

大
会
に
臨
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　

附
属
中
学
卓
球
部
は
富
山
県

高
岡
市
で
八
月
二
十
三
日
に
行

わ
れ
た
全
国
中
学
校
卓
球
大
会

団
体
戦
決
勝
で
出
雲
北
陵
中

（
島
根
県
）
と
対
戦
、
３
―
１

で
勝
利
を
収
め
、全
中
四
連
覇
、

通
算
で
十
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
春
の
選
抜
と
合
わ

せ
る
と
全
国
大
会
八
連
勝
と
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

準
決
勝
で
は
中
学
の
ト
ッ
プ

選
手
二
人
を
擁
す
る
野
田
学
園

中
（
山
口
県
）
と
対
戦
し
、
３

―
２
で
勝
利
し
ま
し
た
。「
こ

の
二
選
手
と
の
真
っ
向
勝
負
は

リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
る
た
め
、
そ

れ
以
外
の
選
手
か
ら
３
点
を
取

る
オ
ー
ダ
ー
を
組
み
ま
し
た
」

と
真
田
浩
二
監
督
は
話
し
、
１

―
２
の
後
が
な
い
状
態
で
回
っ

て
き
た
四
番
の
横
谷
晟
選
手

（
二
年
）
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
中
、
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
心
で
勝

利
。
ラ
ス
ト
は
主
将
の
中
村
光

人
選
手
（
三
年
）
が
気
迫
で
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

決
勝
は
前
半
の
一
試
合
を
失

っ
た
も
の
の
、
攻
め
る
気
持
ち

を
最
後
ま
で
持
ち
続
け
ま
し

た
。「
リ
ー
ド
し
て
も
リ
ー
ド

さ
れ
て
も
『
最
後
ま
で
最
後
ま

で
』
の
気
持
ち
を
実
行
。
大
会

前
に
行
っ
た
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
成
果
は
今
回
も
大
き

な
力
と
な
り
、
選
手
や
私
を
支

え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
真
田
監

督
は
振
り
返
り
ま
し
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
で
も
横
谷
選
手

と
曽
根
翔
選
手
（
二
年
）
が
準

決
勝
ま
で
進
み
ま
し
た
。

附
属
中
卓
球
部
も
全
中
四
連
覇

　
　

全
中
四
連
覇
し
た
附
属
中
卓
球
部

※
写
真
は
い
ず
れ
も
ニ
ッ
タ
ク
ニ
ュ
ー
ス
提
供

　

部
を
指
導
し
て
初
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
制
覇
を
勝
ち
取
っ
た 

今
枝
監
督
は
「
最
後
ま
で
気
持

ち
を
切
ら
さ
ず
、
作
戦
変
更
も

し
っ
か
り 

受
け
止
め
て
く
れ

た
選
手
た
ち
の
お
か
げ
で
す
」

と
感
無
量
に
振
り
返
っ
て
い
ま

し
た
。
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学
園
が
制
定
し
て
い
る
「
後

藤
す
ゞ
子
先
生
奨
学
金
」
の
交

付
が
二
件
あ
り
ま
し
た
。
奨
学

金
は
元
学
園
長
の
後
藤
す
ゞ
子

先
生
の
遺
志
に
基
づ
き
設
け
ら

れ
、
親
の
死
去
な
ど
思
い
が
け

な
い
理
由
で
学
資
の
負
担
が
難

し
く
な
っ
た
設
置
校
の
学
生
、

生
徒
が
学
業
を
継
続
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

奨
学
金
は
工
学
部
の
学
生
二

人
に
対
し
、
六
月
十
四
日
と
八

月
三
十
日
、
い
ず
れ
も
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
棟
で
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
後
藤
泰
之
理
事
長

が
奨
学
金
の
趣
旨
を
説
明
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
親
に
手
渡
し
ま
し

た
。
後
藤
理
事
長
は
学
生
た
ち

に
「
卒
業
ま
で
し
っ
か
り
頑
張

り
、
自
分
の
思
う
と
こ
ろ
に
就

職
で
き
る
よ
う
に
」
な
ど
と
励

ま
し
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

交
付
式
に
は
学
園
、
大
学
の
幹

部
が
立
ち
会
い
ま
し
た
。

工
学
部
の
学
生
二
人
に

後
藤
す
ゞ
子
先
生
奨
学
金

工学部の学生二人に対して
それぞれ交付された奨学金

　

今
春
の
本
学
卒
業
生
の
就
職

状
況
は
、
昨
年
に
続
き
全
国

三
位
と
好
成
績
を
維
持
し
ま

し
た
。
サ
ン
デ
ー
毎
日
七
月

三
十
一
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
全

国
二
四
〇
大
学
の
実
就
職
率
ラ

ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
、
卒
業
者

数
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
大
学

の
中
で
本
学
は
実
就
職
率
96
・

４
％
（
昨
年
95
・
9
％
＝
以
下

同
じ
）
で
全
国
三
位
、
私
大
で

は
二
位
、
東
海
地
区
で
は
一
位

で
し
た
。
ま
た
、
五
月
二
十
五

日
発
行
の
週
刊
東
洋
経
済
臨
時

増
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
過
去
三

年
間
の
累
積
実
就
職
率
ラ
ン
キ

ン
グ
で
も
、
本
学
工
学
部
が
理

工
系
学
部
で
全
国
三
位
、
私
大

で
は
一
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
が
五
月
十
八
日
付
で
ま
と

め
た
内
定
状
況
調
査
（
確
定

版
）
に
よ
る
と
、
学
部
別
の
実

就
職
率
も
工
学
部
97
・
7
％

（
97
・
6
％
）、
経
営
学
部
92
・

5
％
（
90
・
4
％
）
情
報
科
学

部
94
・
8
％
（
94
・
9
％
）
と

好
調
で
し
た
。
内
定
率
で
は
、

女
子
の
工
学
部
と
情
報
科
学
部

が
い
ず
れ
も

100
％
に
達
し
ま
し

た
。

　

実
就
職
率
は
、
就
職
率
＝
就

職
者
÷
（
卒
業
者
－
進
学
者
）

と
し
て
計
算
し
、
別
の
計
算
法

に
基
づ
く
内
定
率
に
比
べ
数
値

が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
に
続
く
高
い
就
職
率

に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は

「
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変

更
（
後
ろ
倒
し
）
初
年
度
と
い

う
こ
と
も
あ
り
戸
惑
い
は
あ
り

ま
し
た
が
、
就
職
担
当
教
員
を

は
じ
め
と
す
る
各
教
員
と
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
の

協
力
体
制
の
も
と
、
地
道
で
き

め
細
や
か
な
就
職
支
援
が
可
能

と
な
り
、
昨
年
に
続
く
高
就
職

率
の
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。

※
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」「
週
刊

東
洋
経
済
臨
時
増
刊
号
」
と
も

に
大
学
通
信
調
べ

「
就
職
に
強
い
大
学
」　
今
年
も
ラ
ン
ク
入
り

　

学
園
は
、
整
備
が
進
む

八
草
と
若
水
の
両
キ
ャ
ン

パ
ス
を
上
空
か
ら
撮
影
し

ま
し
た
。
昨
春
完
成
し
た

新
二
号
館
に
続
き
、
新
食

堂
棟
「
セ
ン
ト
ラ
ル
テ
ラ

ス
」
な
ど
が
今
春
お
目
見

え
し
た
八
草
＝
写
真
㊤
＝

と
、
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
「
瑞
若
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
一
体
整

備
さ
れ
た
若
水
＝
写
真

㊧
。
装
い
も
新
た
な
学
園

の
全
景
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

八
草
・
若
水　

装
い
新
た

整
備
が
進
む
両
キ
ャ
ン
パ
ス
を
空
撮
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進
学
意
欲
の
向
上
や
大
学
選

択
の
一
助
に
と
「
愛
知
工
業
大

学　

高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
七
月
三
十
、三
十
一
両
日
、

大
学
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
ま
し
た
。
連
携
協
定
を
結
ん

で
い
る
岡
崎
東
、
津
島
、
春
日

井
西
高
校
な
ど
十
九
校
と
名
電

高
校
か
ら
両
日
合
わ
せ
約
四
百

人
の
高
校
生
が
高
大
連
携
特
別

講
義
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
特

別
講
義
は
愛
工
大
に
入
学
し
た

場
合
に
、
一
定
の
条
件
を
ク
リ

ア
す
れ
ば
単
位
と
し
て
認
定
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

両
日
と
も
午
前
は
全
学
年
共

通
講
座
が
あ
り
、
三
十
日
は
工

学
部
応
用
化
学
科
の
森
田
靖
教

授
が
「
有
機
物
が
電
池
の
世
界

を
変
え
る
！
」
と
題
し
、
新
し

い
潮
流
と
し
て
注
目
さ
れ
る
有

機
物
が
主
役
の
二
次
電
池
に
関

し
て
、
電
気
容
量
の
増
加
、
高

速
充
放
電
、
安
全
性
確
保
な
ど

の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

三
十
一
日
は
工
学
部
土
木
工

学
科
の
小
池
則
満
教
授
が
「
新

し
い
地
域
防
災
へ
の
取
り
組

み
」
と
題
し
、
東
日
本
大
震
災

以
降
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る

た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
る
中
、
緊
急
地
震
速
報
の

活
用
、
地
域
と
共
に
作
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
本
学
で
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

熱
心
に
講
義
を
聴
く
高
校
生
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

 　

午
後
は
各
学
年
に
別
れ
て

の
選
択
講
座
が
あ
り
、「
眼
を

鍛
え
て
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
」「
日

常
英
会
話
の
落
と
し
穴
」「
三

次
元
プ
リ
ン
タ
ー
を
用
い
た
お

も
し
ろ
も
の
づ
く
り
」
な
ど
多

彩
な
講
義
を
受
講
し
ま
し
た
。

『
高
大
連
携
』
に
四
百
人

高校生に向けて行われた
森田靖教授の特別講義

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
過
去
最
多
の
三
七
九
七
人

　

大
学
の
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
が
七
月
二
十
三
日
と

二
十
四
日
の
両
日
、
八
草
と
自

由
ヶ
丘
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
、
合
わ
せ
て
過
去
最
多

の
三
七
九
七
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
各
専
攻

の
学
生
た
ち
に
よ
る
七
十
も
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
訪
れ
た
高
校
生

や
保
護
者
に
日
ご
ろ
の
研
究
成

果
を
熱
心
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
増

加
傾
向
に
あ
る
理
工
系
女
子
を

対
象
に
し
た
専
用
の
ブ
ー
ス
な

ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
静
岡

県
内
か
ら
訪
れ
た
女
子
高
校
生

と
母
親
は「
第
一
志
望
と
決
め
、

昨
年
に
続
い
て
参
加
し
ま
し

た
。
就
職
率
の
高
さ
も
魅
力
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
在

学
生
に
よ
る
各
専
攻
相
談
、
入

試
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
入
試
相
談

な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
終
日
人
気

を
集
め
ま
し
た
。

　

自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

恒
例
と
な
っ
た
「
自
由
ヶ
丘

キ
ャ
ン
パ
ス
祭
」
が
同
時
開
催

さ
れ
、
近
隣
の
人
た
ち
も
来
場

し
て
学
生
の
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
お
も
し
ろ
実
験
教
室
」

夏
休
み
の
小
学
生
が
附
属
中
に

　

理
科
が
好
き
な
小
学
生
に
参

加
を
呼
び
掛
け
た
「
夏
休
み　

お
も
し
ろ
実
験
教
室
」
が
八
月

二
十
五
日
、
愛
知
工
業
大
学
附

属
中
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

実
験
を
通
じ
て
科
学
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
理
科

教
師
ら
が
初
め
て
企
画
。「
冷

え
冷
え
の
世
界
」「
色
の
変
化
」

「
音
の
世
界
」
の
三
講
座
を
用

意
し
、
各
講
座
と
も
先
着
で
十

組
の
親
子
を
募
集
し
ま
し
た
。

音波の不思議な世界に見入る高校生

理工系女子も訪れた専攻デモ
耐震実験センターでリアルな揺れを体験

ストロー笛づくりを楽しむ
小学生たち

中
高
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
そ
ろ
っ
て
活
躍

　

淳
和
記
念
館
二
階
の
理
科
室

や
ラ
ボ
で
、
参
加
し
た
親
子
は

ジ
ュ
ー
ス
を
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で

凍
ら
せ
た
り
、
紫
キ
ャ
ベ
ツ
の

色
素
を
取
り
出
し
た
水
の
色
を

重
曹
な
ど
で
変
化
さ
せ
た
り
。

「
音
」
の
講
座
で
は
ス
ト
ロ
ー

な
ど
身
の
回
り
に
あ
る
材
料
で

笛
を
作
り
、
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
も
体
験
し
ま
し
た
。
指
導

に
当
た
っ
た
教
師
は
「
自
分
の

知
識
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
な
ぜ

こ
う
な
っ
た
か
考
え
て
み
よ

う
」と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。
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母校の声援　届けリオへ！　パブリックビューイングで卓球日本を応援
　

卒
業
生
の
吉
村
真
晴
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
リ
オ
五
輪
卓
球
男
子
団
体
の
試
合
を
、
愛
知
工
業

大
学
は
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
方
式
で
応
援
し
ま
し
た
。
試
合
が
ラ
イ
ブ
放

映
さ
れ
た
準
々
決
勝
、
準
決
勝
、
決
勝
の
延
べ
三
日
、

会
場
と
な
っ
た
一
号
館
三
階
視
聴
覚
室
に
卓
球
部
の

後
輩
や
野
球
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
な
ど
の
運
動
部
員
、

教
職
員
ら
が
詰
め
か
け
、
地
球
の
反
対
側
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
熱
い
ラ
リ
ー
を
見
守
り
ま
し
た
。

 　

決
勝
は
王
者
中
国
に
３
―
１
で
敗
れ
た
も
の
の
、

果
敢
に
攻
め
抜
い
た
吉
村
選
手
に
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
応
援
の
音
頭
を
取
っ
た

卓
球
部
の
上
江
洲
光
志
主
将
は
「
一
丸
に
な
っ
て
皆

の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
、
自
分
に
も
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

名電高バドミントン部の今井選手が初の国際大会で銀・銅メダル
　

名
電
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
今
井
大
湧

選
手
（
三
年
）
が
、
六
月
二
十
一
～
十
八
日

に
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
・
パ
ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
国
際
大
会
に
出

場
し
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
銀
メ
ダ
ル
、
ダ
ブ
ル

ス
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
学
園
の
海
外
遠
征
費
補
助
を
受

け
て
出
場
し
、
上
肢
障
が
い
立
位
の
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
で
準
優
勝
し
た
ほ
か
、
正
垣
源
選

手
と
組
ん
だ
同
ク
ラ
ス
の
ダ
ブ
ル
ス
で
も
三

位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

ノ
ー
シ
ー
ド
で
出
場
し
て
の
快
挙
で
、
今
井

選
手
は「
初
め
て
臨
ん
だ
国
際
大
会
で
す
が
、

優
勝
を
狙
っ
て
い
き
ま
し
た
」
と
力
強
く
振

り
返
り
ま
し
た
。

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
目
指
す

　

今
井
選
手
は
二
〇
二
〇
年
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
強
化
指
定
選
手
に
選
ば
れ
、
愛
知
県

庁
で
開
か
れ
た
認
証
式
に
指
定
選
手
の
一
人

と
し
て
出
席
。
大
村
秀
章
知
事
か
ら
「
東
京

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
と
い
う
強
い

心
で
競
技
力
の
向
上
を
」
と
激
励
さ
れ
ま
し

た
。

中
高
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
そ
ろ
っ
て
活
躍

名
電
高
は
個
人
、
附
属
中
は
団
体
と
個
人
で
優
勝

　

愛
工
大
名
電
高
校
と
愛
工

大
附
属
中
学
校
の
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
部
が
夏
の
全
国
大
会
で

そ
ろ
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
九
日
～
八
月
二

日
に
山
口
県
岩
国
市
で
行
わ

れ
た
全
国
高
校
総
体
の
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
競
技
で
は
、
男
子

個
人
サ
ー
ブ
ル
に
出
場
し
た

森
皓
己
選
手
（
三
年
）
が
優

勝
。
優
勝
候
補
の
一
人
と
目

さ
れ
、
危
な
げ
な
く
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た

森
選
手
は
、
大
接
戦
と
な
っ

た
準
決
勝
を
制
し
た
の
に
続

き
、
決
勝
で
北
海
道
代
表
の

選
手
を
15
―
６
で
破
り
頂
点

に
立
ち
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
三
～
二
十
五
日

に
東
京
の
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
た

第
二
回
全
国
中
学
生
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
は
、

男
子
団
体
で
愛
工
大
附
属
中

が
前
身
大
会
の
全
国
少
年

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
を
含
め

て
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

フ
ル
ー
レ
の
太
田
拓
輝
選

手
（
二
年
）、
エ
ペ
の
古
橋

諒
樹
選
手
（
三
年
）、
サ
ー

ブ
ル
の
加
藤
響
選
手（
三
年
）

の
三
人
が
持
ち
味
を
発
揮

し
、
札
幌
大
谷
中
と
対
戦
し

た
決
勝
で
一
番
の
加
藤
選
手

が
勝
利
、
二
番
の
太
田
選
手

が
１
―
４
の
劣
勢
か
ら
逆
転

勝
ち
し
て
優
勝
を
決
め
ま
し

た
。
一
方
、
男
子
個
人
サ
ー

ブ
ル
に
出
場
し
た
加
藤
選
手

は
予
選
か
ら
順
調
に
勝
ち
上

が
り
、
決
勝
戦
も
15
―
５
で

勝
利
。
こ
れ
に
よ
り
加
藤
選

手
の
海
外
派
遣
が
決
ま
り
ま

し
た
。

男子個人サーブルで優勝した名電高
の森皓己選手

団体優勝を勝ち取った附属中の三選手

ライブ放映の大画面に向かって力いっぱい声援を送る学生や教職員

銀メダルの表彰を受ける今井大湧選手
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ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
の
実
態
学
ぶ

実
例
を
挙
げ
注
意
呼
び
か
け

　

大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は

七
月
二
十
五
日
、「
ブ
ラ
ッ
ク

バ
イ
ト
・
企
業
の
見
分
け
方
」

と
題
し
た
一
、二
年
生
向
け
の

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
八
草
キ
ャ

ン
パ
ス
一
号
館
の
メ
デ
ィ
ア
視

聴
覚
室
で
開
き
ま
し
た
。

　

通
常
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
と

異
な
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
や

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
実
態
に
つ
い

て
外
部
講
師
を
招
い
て
学
ぶ
本

学
で
初
め
て
の
試
み
で
す
。
講

師
を
務
め
た
の
は
、
中
部
産
業

連
盟
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
・
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

深
川
晃
利
氏
と
税
理
士
法
人

Bricks&UK

代
表
社
員
の
梶

浦
潮
氏
で
、
学
生
た
ち
に
「
ブ

ラ
ッ
ク
」
な
実
例
を
次
々
と
示

し
な
が
ら
注
意
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
＝
写
真
。

　

深
川
氏
は
「
職
場
へ
の
過
剰

な
組
み
込
み
」「
最
大
限
安
く

働
か
せ
る
」「
職
場
の
論
理
に

従
属
さ
せ
る
人
格
的
な
支
配
」

と
い
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
特

有
の
パ
タ
ー
ン
を
挙
げ
な
が
ら

「
学
生
の
責
任
感
を
逆
手
に
と

っ
た
要
求
が
あ
る
」
な
ど
と
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

梶
浦
氏
は
、
企
業
の
見
分
け

方
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
ア
ル
バ
イ

ト
に
有
給
休
暇
を
与
え
て
い
る

か
」「
雇
用
契
約
書
を
用
意
し

て
い
る
か
」「
昇
給
の
ル
ー
ル

が
明
示
さ
れ
て
い
る
か
」
と
挙

げ
る
一
方
で
「
人
生
の
糧
と
な

る
ア
ル
バ
イ
ト
な
ら
、
お
金
を

払
っ
て
で
も
働
く
べ
き
だ
」
と

自
分
自
身
で
基
準
を
決
め
る
大

切
さ
に
つ
い
て
も
話
し
ま
し

た
。

社
会
人
防
災
マ
イ
ス
タ
ー

七
人
が
講
座
〝 

卒
業 

〟　

　

社
会
人
防
災
マ
イ
ス
タ
ー

養
成
講
座
の
修
了
式
が
七
月

二
十
六
日
、
本
山
キ
ャ
ン
パ
ス

で
あ
り
、
第
八
回
と
な
る
本
年

度
は
企
業
か
ら
参
加
し
た
七
人

が
履
修
証
明
書
を
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
講
座
は
、
職
場
や

地
域
で
の
災
害
対
策
・
被
災
者

支
援
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
専
門

家
養
成
を
目
的
に
、
本
学
の
地

域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
が
毎
年

開
講
し
て
い
ま
す
。
講
義
へ
の

出
席
と
各
科
目
レ
ポ
ー
ト
を
総

合
評
価
し
、
全
科
目
に
合
格
し

た
受
講
生
に
学
校
教
育
法
に
基

づ
き
後
藤
泰
之
学
長
か
ら
履
修

証
明
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
生
は
昨
年
十
月
か
ら
十

か
月
間
に
わ
た
り
、
自
由
ヶ
丘

と
本
山
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

本
学
や
名
古
屋
工
業
大
学
、
大

同
大
学
の
教
員
ら
の
講
師
か
ら

「
企
業
防
災
論
」「
防
災
学
概
論
」

な
ど
の
講
義
を
受
け
た
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た 

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
現
場
実
習
の

防
災
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

修
了
式
で
、
受
講
生
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
発
表
の
企
画
力
・
行

動
力
に
感
銘
を
受
け
た
」「
社

会
の
力
に
な
れ
る
喜
び
が
あ
っ

た
」
と
感
想
を
語
り
合
い
ま
し

た
。
前
セ
ン
タ
ー
長
の
正
木
和

明
客
員
教
授
か
ら
一
人
ひ
と
り

に
履
修
証
明
書
が
手
渡
さ
れ
、

優
秀
賞
が
渡
辺
弘
行
さ
ん
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

専
門
学
校 

延
べ
51
人
に
奨
学
金

　

専
門
学
校
は
、
各
種
奨
学
金

の
交
付
式
を
六
月
二
十
八
日
と

七
月
四
日
の
二
回
に
分
け
て
同

校
四
階
の
大
教
室
で
行
い
ま
し

た
。
奨
学
金
は
五
種
類
あ
り
、

　

総
合
技
術
研
究
所
の
第
十

回
（
平
成
二
十
七
年
度
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
共
同
研
究
）
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
六
月
十
七
日
、
総
合
技

術
研
究
所
視
聴
覚
室
で
開
か
れ

ま
し
た
。
産
学
連
携
の
一
環
と

対
象
者
は
延
べ
五
十
一
人
。
交

付
式
で
は
稲
垣
愼
二
校
長
が
一

人
一
人
に
通
知
書
を
手
渡
し

「
勉
学
に
励
み
、
多
く
の
資
格

を
取
得
し
て
皆
さ
ん
の
目
的
に

向
か
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

し
て
二
十
二
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
共
同
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
中
、
十
九
件
に
つ
い
て
研
究

成
果
の
報
告
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
後
藤
泰
之
学
長
が

「
企
業
と
大
学
の
双
方
向
の
関

係
を
一
層
重
要
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
挨
拶
し
、

土
木
工
学
科
の
山
本
義
幸
准
教

授
に
よ
る
「
多
視
点
画
像
を
活

用
し
た
治
山
ダ
ム
設
置
検
討
シ

ス
テ
ム
の
開
発
」
か
ら
報
告
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

順
番
に
発
表
さ
れ
た
研
究
の

内
容
は
、
ラ
イ
フ
ロ
グ
を
活
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
シ

ス
テ
ム
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
維
持

管
理
及
び
災
害
調
査
を
目
的
と

し
た
ク
ロ
ー
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
具
体

的
な
研
究
の
手
法
や
知
財
の
扱

い
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
質
疑

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

企
業
と
共
同
で
研
究
に
取
り

組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究

は
本
学
独
自
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ

ァ
ン
ド
で
、
公
募
の
う
え
採
択

し
た
研
究
を
総
合
技
術
研
究
所

が
助
成
し
ま
す
。
企
業
か
ら
提

供
さ
れ
た
研
究
経
費
と
同
額
、

ま
た
は
全
額
を
本
学
が
支
給

し
、
得
ら
れ
た
成
果
を
毎
年
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
し
て
い

ま
す
。

総
研
が
共
同
研
究
の
成
果
報
告

高
校
吹
奏
楽
部　

今
年
も
全
国
大
会
へ

　

六
月
二
十
八
日
の
交
付
は
入

試
奨
学
生
が
対
象
で
、
特
別
指

定
校
推
薦
入
試
奨
学
生
十
三

人
、
指
定
校
・
一
般
推
薦
入
試

奨
学
生
十
二
人
、
Ａ
Ｏ
一
次
入

試
奨
学
生
二
人
の
計
二
十
七
人

＝
写
真
㊤
。
七
月
四
日
は
選
抜

奨
学
生
が
対
象
で
、
学
業
奨
学

生
二
十
人
と
、
遠
隔
地
か
ら
の

奨
学
生
四
人
に
交
付
さ
れ
ま
し

た
＝
写
真
㊦
。
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高
校
吹
奏
楽
部　

今
年
も
全
国
大
会
へ

　

高
校
吹
奏
楽
部
は
八
月
二
十
八

日
に
浜
松
市
で
開
か
れ
た
東
海
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
獲

得
、
十
月
二
十
三
日
に
名
古
屋
国

際
会
議
場
で
開
か
れ
る
全
国
大
会

へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
同
部
の
サ
マ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
は
七
月
十
五
日
に
日
進
市
民

会
館
、
十
九
日
に
名
古
屋
国
際
会

議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
そ

れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
出
演
メ
ン
バ
ー

が
織
り
な
す
華
や
か
な
演
奏
が
会

場
の
吹
奏
楽
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　

両
会
場
と
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
三

部
構
成
で
、
顧
問
の
伊
藤
宏
樹
教

諭
が
指
揮
し
ま
し
た
。
一
部
で
は

二
〇
一
六
年
度
全
日
本
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
課
題
曲
の
二
曲
と
「
モ

ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
の
詩
」
を
演
奏
。

二
部
の
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
で
は
一

糸
乱
れ
ぬ
隊
列
で
ス
テ
ー
ジ
を
縦

横
に
動
き
回
り
「
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ

ス
ト
よ
り　

～
序
曲
、
果
て
し
な

い
世
界
、
そ
し
て
伝
説
へ
～
」
な

ど
二
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

三
部
は
、
茶
摘
み
や
蛍
来
い
と

い
っ
た
演
出
が
次
々
と
登
場
す
る

「
み
ん
な
の
う
た″
夏
〟メ
ド
レ
ー
」

な
ど
、
凝
っ
た
内
容
。
日
進
会
場

の
「
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
メ
ド
レ
ー
」
で

は
、
客
席
の
聴
衆
全
員
が
配
ら
れ

た
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
振
っ
て
一
体
に

な
っ
た
演
奏
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

昨
年
発
表
の
Ｃ
Ｄ
「
ブ
ラ
バ

ン
！
名
電
」
で
話
題
を
ま
い
た

同
部
は
、
今
年
も
十
月
に
広
島

県
で
開
か
れ
る
「
西
日
本
バ
ン

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
、
愛

知
県
で
十
月
二
十
九
日
～
十
二

月
三
日
に
開
催
さ
れ
る
「
国
民

文
化
祭
」
の
総
合
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
演
奏
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
夏
休
み
に
開
か
れ
た
国
民

的
人
気
ゲ
ー
ム
の
イ
ベ
ン
ト

「
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
ラ
イ
ブ

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
ツ
ア
ー　

名
古

屋
公
演
」に
も
出
演
し
ま
し
た
。

名
電
出
身
の
親
方
・
力
士
激
励

　

名
電
出
身
の
親
方
・
力
士
を

励
ま
す
会
が
七
月
十
七
日
夜
、

若
松
親
方
（
元
朝
乃
若
）、
山

分
親
方
（
元
武
雄
山
）
と
現
役

力
士
の
大
司
（
入
間
川
部
屋
）、

駒
木
龍
（
木
瀬
部
屋
）
を
迎
え
、

名
古
屋
市
内
の
ホ
テ
ル
で
に
ぎ

や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

高
校
相
撲
部
監
督
の
澤
田
勉

教
諭
ら
が
呼
び
掛
け
、
毎
年
、

名
古
屋
場
所
の
中
日
に
開
い
て

い
ま
す
。
親
方
・
力
士
の
四
人

は
、
参
加
し
た
相
撲
部
Ｏ
Ｂ
や

中
高
生
部
員
ら
の
拍
手
に
迎
え

ら
れ
、
両
親
方
か
ら
は
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
後
輩
た
ち

に
激
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
場
所
か
ら
幕
下
に
復
帰
し

た
大
司
は
「
全
力
で
相
撲
が
で

き
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
頑
張

っ
て
い
ま
す
」、
三
段
目
力
士

と
し
て
名
古
屋
場
所
を
勝
ち
越

新
た
に
部
活
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

　

名
古
屋
電
気
学
園
ク
ラ
ブ
活

動
後
援
会
と
学
園
は
、
名
電
高

校
と
附
属
中
学
の
ク
ラ
ブ
活
動

で
共
用
す
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

新
た
に
一
台
購
入
し
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
の
遠
征
や
、
学
校
と

春
日
井
総
合
運
動
場
の
行
き
来

な
ど
に
使
用
す
る
車
両
は
、
こ

れ
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
二
台
、
大

型
バ
ス
三
台
、
ワ
ゴ
ン
車
一
台

と
な
り
、
よ
り
効
率
良
く
運
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

購
入
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
学

園
の
周
年
に
合
わ
せ「
１
０
４
」

の
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
し
、
納
車

さ
れ
た
八
月
三
日
に
名
古
屋
市

熱
田
区
の
雲
心
寺
で
交
通
安
全

の
祈
祷
を
受
け
ま
し
た
。

イ
ン
カ
レ
卓
球
　
男
子
は
三
位

第
八
十
六
回
全
日
本
大
学

総
合
卓
球
選
手
権
大
会
（
団
体

の
部
）
は
七
月
六
～
九
日
に
京

都
市
の
島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都
で

開
か
れ
、
大
学
男
子
卓
球
部
は

三
位
入
賞
、
大
学
女
子
卓
球
部

は
六
位
入
賞
の
成
績
で
し
た
。

男
子
は
準
決
勝
で
今
大
会
優
勝

の
明
治
大
学
と
対
戦
、
ダ
ブ
ル

ス
の
吉
田
雅
己
選
手
（
経
営
学

科
四
年
）・
吉
村
和
弘
選
手
（
同

二
年
）
組
が
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち

し
た
ほ
か
は
力
及
ば
ず
、
１
―

３
で
敗
退
。
昨
年
に
続
く
連
覇

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

名
電
高
校
野
球
部
は
七
月

三
十
日
、
岡
崎
市
の
岡
崎
市
民

球
場
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
野

球
選
手
権
愛
知
大
会
決
勝
で
東

邦
高
校
と
対
戦
、
２
―
７
で
敗

れ
、
昨
年
に
続
い
て
の
準
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。
ノ
ー
シ
ー
ド

か
ら
勝
ち
上
が
り
、
四
回
戦
で

は
昨
年
に
甲
子
園
出
場
を
阻
ま

れ
た
中
京
大
中
京
高
校
に
雪
辱

を
果
た
し
て
勢
い
に
乗
り
ま
し

た
が
、
決
勝
は
序
盤
か
ら
先
行

さ
れ
る
苦
し
い
展
開
に
。
六
回

一
死
二
、三
塁
か
ら
秋
山
選
手

の
ス
ク
イ
ズ
、
八
回
の
山
崎
選

手
の
中
前
打
で
追
い
上
げ
ま
し

た
が
、
東
邦
の
エ
ー
ス
を
攻
略

し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
校
野
球
部
　
県
大
会
準
優
勝

一年生部員が演出を考えた 「みんなのうた “夏” メドレー」

大司駒木龍

交通安全の祈祷を受けるマイクロバス

し
た
駒
木
龍
は
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
近
況
報
告
し
ま
し
た
。



学 園 だ よ り 平成28年9月15日 （8）第163号


